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        ～地熱を核にして～ 
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（１）アイスランドの概要（特に地質的特性） 
（２）アイスランド視察の日程 
（３）アイスランドでの地熱利用について 
（４）地熱以外での視察の報告 
（５）アイスランドの風景、地形地質など 
（６）日本の地熱利用について 



（１）アイスランドの概要 
   ～特に地質的特性～ 

人口３２万人 
面積１０．３万平方km（北海道の1.3倍） 







プレートが誕生し両側に 
分かれる地 



マグマが地下から上昇
するため、地熱に恵ま
れ火山が多い 



メキシコ湾流の影響で、
西岸海洋性気候 
（イメージより寒くない） 



月／日 行動内容 宿泊地 

８月５日（水） 中部国際空港（９：３０） → アイスランド レイキャビク 

８月６日（木） ①アイスランド国産業省「エネルギー局」訪問 
②熱水貯蔵施設「ペルトラン」訪問 
③「レイキャビク・エナジー」訪問 

レイキャビク 

８月７日（金） ①国連大学「地熱トレーニングプログラム」訪問 
②「アイスランド自然協会」訪問 
③レイキャビク湾の自然観察（乗船） 
④市内散策（市庁舎、国会議事堂、ホフンの家） 

レイキャビク 

８月８日（土） 地熱地帯訪問 

（シングヴェトリル国立公園、プレート境界、ゲイ
シール、グトルフォスの滝、地熱発電所など） 

レイキャビク 

８月９日（日） レイキャビク → スカフタフェットル国立公園 スカフタ
フェットル 

８月１０日（月） ヴァクナヨークトル氷河トレッキング、氷河湖ボート
乗船 → ヴィーク 

ヴィーク 

８月１１日（火）  ヴィーク → ブルーラグーン → レイキャビク レイキャビク 

８月１２日（水） アイスランド → ヘルシンキ → （泊） 機内 

８月１３日（木） 中部国際空港着（８：５０） 

（２）アイスランド訪問の日程 





荷物届かず、不安なスタート 

実は３日間、同じ服を 
着ていました… 



２日目：８月６日（木）１０：００～１１：２０  

 アイスランド政府産業省・エネルギー局 訪問 

（３）アイスランドでの地熱利用について 


